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高次脳機能障害のコージー

コージーのイラストは、当事者のアーティストsoさんの作品

中学３年生の時、自転車
で登校中に道路を横断し
ようとして、自動車に衝突
されて受傷。急性硬膜下
血腫、脳挫傷の診断で加
ICU28日までその後、小
児病棟に移り受傷後約１
か月で回復期リハ病院に
転院して、受傷後２か月
で自宅退院した。 ©2024 so
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高次脳機能障害＝症状＋画像所見＋神経心理学的検査結果によって診断



発達障害（神経発達症）の概念

橋本圭司, 青木瑛佳. 神経発達症/発達障害のサインと判定法, 東京, 三輪書店, 2019.より引用



発達障害と高次脳機能障害の違い

発達障害 高次脳機能障害

原因 生まれつきの脳機能障害 後天性の脳機能障害

回復過程 発達に伴い適応行動が増
える

脳の可塑性があるために症
状が改善する

遺伝 児の特徴が親に似た傾向
をもつことが多い

児の特徴は親に似るわけで
はない

対応の基本 ハビリテーション リハビリテーション



平成17年4月1日付け (発達障害者支援法）
17文科初第16号厚生労働省発障第0401008号 文
部科学事務次官・厚生労働事務次官通知

これらの規定により想定される, 法の対象となる障害は, 
脳機能の障害であってその症状が通常低年齢におい
て発現するもののうち, ICD－10（疾病及び関連保健問
題の国際統計分類）における「心理的発達の障害（F80
－F89）」及び「小児＜児童＞期及び青年期に通常発症
する行動及び情緒の障害（F90－F98）」に含まれる障害
であること.
なお, てんかんなどの中枢神経系の疾患、脳外傷

や脳血管障害の後遺症が, 上記の障害を伴うもので
ある場合においても, 法の対象とするものである。
（法第2条関係）



高次脳機能障害の原因（お子さんの場合）

全国の７つの機関：平均9.5歳で発症の高次脳機能障害者198名（男性123名, 女性75名)



平均9.5歳で発症



神経疲労

脳損傷のせいで精神的体力を
使い果たしてしまう傾向のことを
指します.

疲れやすい
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易怒性

ちょっとしたことに腹を立てて,
相手を許すことができなくなります. 
いつもイライラしている感じです.

攻撃的である
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幼児化

脳損傷をきたすと,
幼い頃に戻ったように見えます.
親からみると,もう１度小さな子
を育て直しているような感覚に
なります.

幼児退行
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感覚過敏

音や光に敏感になります.
天候の影響も受けやすく,
すぐに疲れてしまい,
一日中やる気が起こらず,布団の中
に閉じこもってしまうこともあります.

光・音が苦手
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感情失禁（１）

感情の抑制が難しいため,
所かまわず大笑いしてしまい,
浮いてしまうことがあります.

感情のコントロール
ができない
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感情失禁（２）

感情の抑制が難しくなっている
ため, 泣く時は大号泣します.

感情のコントロール
ができない
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注意障害

１つのことしか集中できずに,

例えばリュックサックを閉め忘
れたまま登校して, 物を落とし
たり,忘れ物をしたりします.

注意散漫
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記憶障害

ものが覚えられず,
覚えてもすぐに忘れます.

特に病気やケガより後の記憶
が残りにくいのが特徴です.

覚えられない
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作話

その場をしのぐために,作り話を
してしまうことがあります.
一方でそれを指摘されると,
逆ギレしてしまいます.

調子が良い
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遂行機能障害（１）

段取りが悪くなり,一度に複数の
ことを行うのが難しくなります.

部屋が汚い
風呂に入らない
歯を磨かない
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遂行機能障害（２）

お金を湯水のように使ってしまう
ようになることがあります.
自分の衝動が抑えられない,

あるいは相手に喜んでもらおうと
大盤振る舞いをしてしまいます.

金銭管理ができない
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気づきの欠如

自己モニタリングが難しくなるのが
特徴で, 自分の問題に気づくことが
できません.
一方で他人の行動は,いろいろと気
になってしまうため, 周囲とうまく折
り合いがつかないことがあります.

現実を正しく認識
できない ©2024 so



小学校低学年 →神経疲労

イラストは, 橋本圭司著「発達を支える!子どものリハビリテーション」2013年, 三輪書店よ
り

高次脳機障害の症状



中学年 →注意・記憶の問題高次脳機障害の症状



高学年 →コミュニケーションの問題高次脳機障害の症状



就労に向けて →遂行機能の問題高次脳機障害の症状







JAMA Pediatr. 2018;172(5):437-443. 
doi:10.1001/jamapediatrics.2017.5746



小児高次脳機能障害事例の問題点

•厳密には神経発達症（発達障害）との区別が困難である.（同じ？）

•幼少期, 特に5歳未満における高次脳機能の評価が困難である.

•５歳以降もWISC-VやK-ABC-II, DN-CAS 以外の神経心理学的検査
検査が存在せず, 評価法のバリエーションが少ない.

•小学校低学年では問題がはっきりしていなかった症例が,高学年や就
労年齢になってから問題に直面することが多く, 早期の対応が難しい.



成功のコツ

•健康な身体作り

•当事者の障害（特性）を理解する

•人（第三者）とつながる

•当事者の「できる力」を信じる

•周囲の人の力を上手に借りる

•完璧を目指さない

•悩んでいる自分を恥じない

•自分と異なる考え・価値観に寛容になる

•悪者探しをしない



認める



コージーの理解のポイント

•周囲が症状に気づく

•当事者だからこそできること
がある

•できることを伸ばせば,必ず
ふさわしい居場所が見つかる
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イラストの提供をして下さったsoさんに心からの敬意と感謝を表します.
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